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夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行いを脱ぎ捨てて
光の武具を身につけましょう。

100年前、1921年9月。金城学院は、日本で初めてセーラー

服を制服として制定。今、金城生が着ている制服とほとんど

変わらない。それが今や全国に広がり、セーラー服を制服

にする学校はかなり多い。当時は和服中心の日本の社会。

さらに、天皇中心の軍国主義の色合いが強くなってゆく時代。

そんな洋服さえ珍しい時代に、制服としてセーラー服を選ん

だ金城の大胆さや、強さは、僕らの想像以上だったはず。

この100年間の金城セーラーズ・ストーリーは、今制服を

着ている金城生にも流れているストーリーだ。聖書の光の

武具は、愛の武具。「愛の武具を身につけて。愛こそが、あなた

の武具となる」と聖書は語る。ならば、「金城生がいつも身に

つけている制服。100年間身につけてきた制服こそ、愛の

制服でなければ！」です。つまり、「金城の制服（セーラー服）

こそ、愛の武具！」なのだ。金城の制服を身につけて、青春時代

に学び、成長した金城生は、その先の人生をも、この愛の武具

で戦ってゆく。 沖崎 学（高校宗教主事）

2021年度
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1936年に竣工、1998年には文化庁の
登録有形文化財にも指定された金城
学院高等学校の講堂「榮光館」。１階に
は「冀望館」と名付けられた歴史資料
室があり、日本で最初にセーラー服を制服として制定した1921年
当時のセーラー服（復元）と現在のセーラー服が展示されています。

with Dignity
金城女学校・第6代校長である
エラ・ヒューストンが、外出
する生徒に「金城の生徒として 
“You must have dignity”」と
話しかけたことに由来しています。 
“dignity”は、尊厳・品位の意。

榮光館１階「冀望館」
表
紙
に
つ
い
て

本誌「with Dignity」は、金城学院のホームページ（https://www.kinjo-u.ac.jp/ja/）でもご覧いただけます。ご意見、ご感想をお寄せください。
（また、現在お送りしております方で、住所変更や購読中止を希望される方もホームページからご連絡ください。）

お問合せ先
［みどり野会事務局］

電話：《 本 部 》052-931-4480（中学校白百合館1階）／  《 分 室 》052-798-0193（大学本部棟4階）
https://www.kinjo-midorino.com ※活動詳細は会報『みどり野102号』をご覧ください。

みどり野会（同窓会）より

みどり野会は1903年に設立された金城学院の卒業生が集う

会です。『みどり野会』という名称は大正9年（1920年）、

旧約聖書の詩篇第23篇から名付けられました。

主はわが牧者なり われ乏しきことあらじ

主は我をみどりの野にふさせ 

いこいの水濱にともなひたまふ

神さまによってこの学院に集められた私たちが卒業後も母校

に集まり、いこいの時を過ごす場という意味で「みどり野会」

はいつも皆さんと共にあるのです。

召天者記念礼拝および恩師を偲ぶ会
2021年10月に予定しておりましたが、中止とさせていただきます。

第5回 大学ホームカミングデイ
2021年10月に予定しておりましたが、中止とさせていただきます。

クリスマス礼拝
● 日　時 ： 2021年12月11日（土）

● 場　所 ： 中学校白百合館1階  みどり野ホール

※お申し込みが必要となります。 
※詳細は秋発行 『みどり野』 をご覧ください。

お知らせ

ぼくしゃ ともしゅ

みぎは

のしゅ われ

※イベント予定の変更がある際は、みどり野会HPにてご連絡します。

きぼうかん

寄付金募集について

1. 修学奨学金 のため

2. 本学院発展 のため

2項目からお選びいただけます。 https://www.kinjo-gakuin.jp/donation/about/index.html

寄付に関する詳細は
寄付リーフレット
及びホームページを
ご覧ください。

これまでの金城学院への様々なご支援に
心より感謝申し上げます。
今年度もご寄付をお受けしております。
2口以上ご寄付賜りました方には
本学院より心ばかりの品をお送りさせて
いただきます。

寄付金の使途


